
応力硬化を考慮した固有値解析 – 棒固有値



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 解析概要00

棒の両端を固定し固有値解析を行います。
また、片端に荷重を設定し、張力による応力硬化を
考慮した場合との比較を行います。

棒に対する引張荷重によって引張応力が派生します。
発生した引張応力によって固有値が上昇します。



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA] 
をクリックします。



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 解析設定01

[固有値解析/振動モード] を選択して、
[OK] をクリックします。

①

②



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 解析設定01

[応力] を選択し、
モードは 5 に設定します。

①

②



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 単位、材料設定02

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで [単位設定]
をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に設定
します。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。

①

②

③

④

⑤



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 単位、材料設定02

①

②

③

材料設定をします。
ライブラリにある JIS Steel の 
SS400 を設定します。

④



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 拘束設定03

拘束条件を設定します。
[固定/回転] を選択します。 ①

②



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 拘束設定03

棒の両端のエッジを完全拘束します。

①

②

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 拘束設定03

拘束条件を追加します。
[固定/回転] を選択します。 ①

②



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 拘束設定03

②

①

③

棒の片端のエッジを Y 方向のみ拘束します。
この設定により、棒の回転を防止します。

[自動解析] をクリックします。

④



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

解析結果が表示されました。

1 次固有振動数：71.5355 Hz

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

①

2 次固有振動数：138.404 Hz



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

①

3 次固有振動数：284.213 Hz



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

①

4 次固有振動数：285.908 Hz



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

①

5 次固有振動数：637.15 Hz



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 結果表示06

[スケールアニメ] で変形の様子を
アニメーションで見ることができます。

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

①

これから、応力硬化を考慮した
固有値解析を行います。

解析ツリーの右クリックメニューから
[Sim をコピー...] をクリックします。



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

①

②

[固有値解析/振動モード] と
[応力硬化] を選択して、
[OK] をクリックします。



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

負荷条件を設定します。
[荷重/圧力] を選択します。

①

②



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

荷重 100 N を棒の右側面に設定します。
荷重の方向は X 方向です。

[自動解析] をクリックします。

②

①

③

⑤④



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

①

②

解析結果が表示されました。

1 次固有振動数：88.7992 Hz



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

2 次固有振動数：149.13 Hz

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

3 次固有振動数：303.087 Hz

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

4 次固有振動数：304.556 Hz

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

5 次固有振動数：655.871 Hz

①



Step

応力硬化を考慮した固有値解析 - 棒固有値 > 比較07

解析結果
応力硬化なし
周波数 [Hz]

応力硬化あり
周波数 [Hz]

1 次固有モード 71.54 88.80

2 次固有モード 138.40 149.13

3 次固有モード 284.21 303.09

4 次固有モード 285.91 304.56

5 次固有モード 637.15 655.87

応力硬化の有無による、棒固有値の解析結果を比較します。

振動モードに変化はありませんが、
周波数は、全てのモードにおいて上昇します。
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